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はじめに

２００３年，『冬のソナタ』の放映に伴い生じ

た韓流ドラマの流行現象は，一過性のものに

過ぎないという大方の予想を裏切り，BS及
び CS放送，またレンタル DVDなど様々な
形で引き継がれ，２０１０年現在でもその人気は

衰えを見せていない（クォン，２０１０）。さら

に，韓国出身の人気歌手たちの活躍もあり，

今や大学生たちにとって，韓国は身近な異文

化として親しみを持って認識される国へと変

貌を遂げつつあるようだ。長谷川（２００５a，２００５
b，２００７a，２００７b）によると，韓流ドラマの
感情移入的視聴は，韓国・韓国人に対する偏

見の逓減を生起させ，またその態度変容は一

定期間維持されることが確認されている。

しかしながら，これら一連の研究対象者は

主として３０代以降の女性たちであり，より若

い世代の女性たちに対してもこの結果が適用

できるか否かは確認できていない。また，本

調査のパイロットスタディーの結果からは，

大学生の中には態度変容の妨げになるような

強い対韓偏見を持つ者が少ないことが示唆さ

れており，克服すべき偏見を抱いていた先行

研究の対象者たちと大学生は異なった反応を

見せることが予想された。

よって本研究では，先行研究では対象外と

なっていた大学生たちに焦点をあて，彼らが

韓流ドラマを視聴した場合，如何なる新イメー

ジを獲得し，ドラマの中に描かれた韓国文化

や人々をどのように捉えるのか，さらには，

新イメージの獲得と感情移入の関連について

も，PAC分析法を用いた面接調査の結果を
基に整理する。

１．先行研究

１�１．韓国・韓国人のイメージ
日本において，韓国・韓国人に対するイメー

ジとはどのようなものが一般的であったのだ

ろうか。本節においては，韓国・韓国人のイ

キーワード：韓流ドラマ視聴，韓国・韓国人のイメージ，PAC分析調査
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メージが『冬のソナタ』を始めとする韓流ド

ラマや映画が流行する以前は，どのようなも

のであったのかについて概観する。

まず，歴史を振り返ると韓国は日本の隣国

であり，朝鮮半島の国々と日本の関係は紀元

前にまで遡ってみても，きわめて密接であり，

人の行き来も頻繁にあったことが窺える。し

かし，２０世紀以降の隣国のイメージに対する

調査，研究の結果を概観すると，基本的には

否定的なものが多いことがわかる。例えば，

坂西（２００５）によれば，近代化を目指し「脱

亜入欧」を推し進めた明治政府の国策によっ

て，隣国のイメージ操作が行われ，朝鮮１は

日本より劣った国であるというイメージが広

められたという。特に，１９１０年の朝鮮併合後，

少なからぬ日本人心理学者が，犯罪の種類や

程度，風俗・習慣，知的能力，民族性，性格

などについて日本人と比較した研究を行い，

彼らは文化的レベルが低く，日本人より劣っ

ていると報告していた。また，朝鮮併合後，

相当数の朝鮮人が直接的，間接的に移住を強

いられたが，マイノリティとして社会の底辺

に生きざるをえなかった人々は，日本人にとっ

て偏見や差別の対象へと変化していった。さ

らに第２次世界大戦直後には，社会的な閉塞

感やそこから来る不安感もあいまって，在日

朝鮮人に対して根強い偏見を持つ人々が消え

ることはなく，朝鮮人が日本の治安や経済を

撹乱しているという偏見に満ちたうわさが広

められたという（歴史教育研究会・歴史教科

書研究会，２００７）。

このような状況の中，第２次世界大戦後の

当時，日本における朝鮮人のイメージは否定

的なものが主流となった。例えば，「戦後に

おける民族好悪」調査の結果では，全体的に

は日本人，アメリカ人，フランス人，ドイツ

人が上位にあり，朝鮮人は最下位から３番目

であった（佐藤・中根，１９４８）。別の調査で

も，「不潔で，文化が低い，ずるい，経済的

にためにならぬ，みにくい」（泉，１９５３）が

主としたイメージとして挙げられており，ま

た，その後６０年代になっても，「不潔，ずる

い，卑屈，不作法，群集心理的」（我妻・米

山，１９６７）など基本的には，あまり変化がみ

られず，好意的なイメージとは程遠いことが

わかる。

その後７０年代に入ると，「集団的，閉鎖的，

非民主的」という悪いイメージに「勤勉」と

いう好感を意味する新しいイメージが加わっ

たという（辻村・金・生田，１９８２）。また，１９８４

年から朝日新聞と東亜日報が継続的に行って

いた調査によっても，韓国人のイメージとし

ては「団結力がある，勤勉」という２つが突

出しており，近年においては，団結力があり

勤勉な人々であるというイメージが中心的で

あったといえよう。ただし，このイメージの

他には，「信用できない，計算高い，礼儀正

しい，利己的」などが続いており，礼儀正し

く，勤勉という以外は，信用できず，計算高

く，利己的といったように，非好意的なイメー

ジが依然強く残っていたことが窺える（朝日

新聞，１９８４年１１月２６日，１９８８年６月１６日，１９９０

年８月１日，１９９５年７月２９日，１９９７年１月１

日；鄭，１９９５）２。

このように，非好意的に捉えられることが

依然として多かった韓国人であるが，ではオ

リンピックやワールドカップなどの大規模な

国際イベントに付随したメディアによる接触

は日本における韓国人イメージに何らかの変

化をもたらしたのであろうか。これらの問に

関しては，１９８８年に開催されたソウル・オリ

ンピック（高木・坂元，１９９１），および２００２

年に開催されたワールドカップ（上瀬・萩

原，２００３）による韓国人イメージの変容調査

の結果から検討したい。まず，ソウル・オリ

ンピックに関しては，「冷たい，親しみにく

い，知的でない，非道徳的な」など，否定的

なイメージがやや増加したことが報告されて

いる。また，ワールドカップについても「自

己主張が強い」「愛国心が強い」「気性が激し
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い」「集団主義」などの否定的イメージが有

意に強まった（上瀬・萩原，２００３）ことが報

告されており，何れのイベントも隣国の人々

に対するイメージの向上にはつながっていな

いことが明らかになっている。

韓国人のイメージが好転しなかった理由に

ついては，ソウル五輪では自国の成績不振に

より自尊心の脅威を感じた人々が脅威となる

国（予想以上に成績が良かった国）のイメー

ジを悪化させることで自尊心維持回復を狙っ

たのではないかと結論付けられている（高木・

坂元，１９９１）。また，ワールドカップについ

ては，韓国の熱狂的な応援の様子が繰り返し

報道され，この報道内容が「激しい気性の韓

国人」という従来のステレオタイプにあては

まるものであったことからステレオタイプが

強化されたことが影響していると結論付けら

れている（上瀬・萩原，２００３）。

上記のことをまとめると，韓国人のイメー

ジは，２０世紀に入った頃から戦後まで長い間

「不潔で，文化が低い，ずるい，経済的にた

めにならぬ，みにくい」など，否定的なもの

が主となっており，７０年代以降，勤勉で団結

力があるというイメージも加わるなど多少の

変化がみられたものの，ソウルオリンピック

やワールドカップの共催などを通しての接触

機会の増大にもかかわらず，「自己主張が強

い」「愛国心が強い」「気性が激しい」「集団

主義」などのイメージが有意に強まるなど，

大きな好転には程遠い状態であったことがわ

かる。

１�２．『冬のソナタ』の流行とその影響
韓流ドラマ『冬のソナタ』が初めて日本の

視聴者の前に登場したのは，２００３年４月であっ

た。以来，３度の NHK衛星放送を通しての
放映，２００４年春から始まった初の地上波での

放映と２００４年末までに計４度の放映を通し，

『冬のソナタ』は社会現象とまで言われるほ

どのブームを巻き起こした。ドラマのサウン

ドトラック CDが１００万枚，高額の DVDも４０
万枚の売り上げを記録し，その他，関連の書

籍も続々と出版されるなど，日本における

『冬のソナタ』の経済効果については，２０００

億円以上ともいわれている（朝鮮日報，２００４）。

この『冬のソナタ』の流行の要因やその影

響については様々な角度から検討されている。

例えば，林（２００５）は，『冬のソナタ』視聴

者からの手紙の分析および，コンサート会場

で行った質問紙調査の結果を基に計１３００名の

『冬のソナタ』ファンが語るその魅力につい

て分析を行っている。結果として『冬のソナ

タ』のストーリーが視聴者に「癒し」を与え

ていること，主人公の男性が視聴者の共感を

呼ぶ描かれ方をしていること，男女の愛だけ

でなく，「親子」「友情」「師弟」といった様々

な形の愛が描かれており，普遍的なモラルトー

クが繰り広げられていたことが視聴者の価値

観と合致していたことなどがその魅力として

挙げられていた。

また，『冬のソナタ』のファンの人々のイ

ンターネット上の書き込みから『冬のソナタ』

ブームを韓国人の視点から分析した咸・許

（２００６）は，『冬のソナタ』の魅力につい

て，１）家族，友達，初恋など失われたもの

に対する憧れの気持ちを喚起する，２）家族

の大切さを強調している，３）美しい映像，

音楽，セリフが効果的に配されていることな

どとしてまとめている。さらには，韓流ブー

ムのもたらした効果として隣国韓国への興味

を喚起したことや，韓国のイメージを明るい

ものに変化させたことを挙げている。

毛利（２００４）は，２０名の『冬のソナタ』ファ

ンの人々に対してグループ・インタビューを

行った結果，彼らは『冬のソナタ』を視聴す

ることによって，ハンサムで優しい韓国人男

性像，美しい自然にあふれる風景，進んだテ

クノロジー，日本が失いつつある儒教的な礼

儀や伝統などの新しいイメージを獲得してお

り，またこれらのイメージの変化が個人の私
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的な記憶や歴史の認識を同時に新しく再構築

させていると指摘している。

このように，日本に住む人々にとって，魅

力あるメディアとして受け入れられた『冬の

ソナタ』をはじめとする韓流ドラマの放映は，

人々の心に何か変化をもたらしたのだろうか。

次節においては，韓流ドラマの視聴者を対象

に筆者が行った質問紙調査および面接調査の

結果を概観する。

１�３．『冬のソナタ』の効果研究Ⅰ～Ⅳ結果
『冬のソナタ』の効果研究Ⅰは，韓流ドラ

マ『冬のソナタ』未視聴者８０名を対象として

行われた。本研究においては，視聴前後の２

回にわたる質問紙調査の結果を基に韓流ドラ

マの視聴行動とドラマ視聴前後の韓国人に対

する態度及びイメージ変容の関係について質

的・量的に分析を試みた（長谷川，２００５b）。
結果から，『冬のソナタ』の視聴によって，

多くの調査協力者たちは韓国・韓国人に対し

ての関心を増加させ，韓国人に対するイメー

ジの変容も経験していることが判明した。ま

た，主演俳優に好感を抱いたり，感情移入し

ドラマ視聴をすることと韓国・韓国人に関心

を持つことの間に比較的強い正の相関があり，

感情移入的視聴者の方が非感情移入的視聴者

よりも大きな意識変容を経験しているなど，

感情移入的視聴の効果の存在が示唆された。

『冬のソナタ』の効果研究Ⅱにおいては，

視聴者に生起した韓国人に対する偏見逓減に

まつわる「感情移入的視聴」をはじめとする

諸要因の影響を２０代から６０代の女性計２５２名

を対象とする質問紙調査の結果を基に整理，

探求した（長谷川，２００７a）。
重回帰分析の結果から，「韓国に対する偏

見の逓減」に対しては，「『冬のソナタ』の感

情移入的視聴」「『愛の群像』の視聴」「イン

ターネットの利用」「他の韓流ドラマ・映画

の視聴量」「年齢」「韓国人との交友歴」の６

要因が影響を及ぼしていることが判明した。

また，これらの６要因の中では「『冬のソナ

タ』の感情移入的視聴」とともに，感情移入

を誘導するドラマと言われている「『愛の群

像』の視聴」も比較的強い影響を与えており，

感情移入的ドラマ視聴が韓国に対する偏見の

逓減を生む第１要因となっていることが確認

された。

さらに，自由記述式回答に対する内容分析

の結果から，ドラマ視聴体験を通して，韓国

人を（１）温かく，濃厚な人間関係を築いて

いる人々，（２）礼儀正しく儒教的な価値観

を抱き，誠実で勤勉に働く人々，（３）自分

たちと同程度の暮らしを享受する，親しみの

ある存在という３種のイメージで捉えている

人が多く，これらのイメージが『冬のソナタ』

の視聴者たちが韓国・韓国人に対して獲得し

たイメージである可能性が示唆された。

『冬のソナタ』の効果研究Ⅲにおいては，

質問紙調査によって明らかにできなかった個

人の心理的変容を PAC分析法を中心とした
面接調査により探求した（長谷川，２００５a）。
具体的には，計５７名に対する面接調査の結果

より『冬のソナタ』の視聴による否定的ステ

レオタイプや偏見の逓減の詳細を明らかにし

た。本研究から，『冬のソナタ』の視聴経験

をもとに，約８５％の調査協力者たちは，韓国・

韓国人に対する偏見の逓減を経験しており，

さらには，全員が何らかの形で韓国・韓国人

に対する新しいイメージを追加し，否定的ス

テレオタイプの逓減を経験していたことが明

らかになった。

語りに対する分析からは，隣国に対するこ

れらのイメージの変化に伴い，旧来の否定的

ステレオタイプや偏見についても修正または，

縮小されていることが確認された。特に，人

に対しての否定的ステレオタイプでは，挙げ

られたキーワードから，感情の起伏が激しい，

直接的感情表現をする人々であるなどのイメー

ジがあることが判明したが，このようなイメー

ジについては，イメージそのものは消失せず
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とも捉え方が肯定的に変化したという声も多

く聞かれ，同じイメージが拒否感から，許容

や理解へと認識の仕方そのものが変化してい

ることが明らかになった。

全体的に見ると対韓イメージの肯定感が増

加するにつれ，単純化された定型的なイメー

ジ，つまりステレオタイプ的な捉え方からよ

り複雑な重層的なイメージへと変容している

ことが観察された。また，相手に対する根拠

の無い嫌悪感や相手を自分より下に見るといっ

た偏見の感情についても，修正されたり，消

滅したことが報告されていた。

また，日韓の歴史問題の意識にも変化が見

られ，以前であればできれば避けて通りたい，

自分とは関連のない過去という認識でしかな

かったものが，ドラマ視聴により韓国・韓国

人への好感が増すと同時に彼らとの関係性の

認識も醸成され，その認識の芽生えとともに，

日本人の一人として自らも考えるべき問題で

あるという自覚が生まれるなどの変化が語ら

れていた。

さらに，『冬のソナタ』の感情移入的視聴

について検討した結果からは，感情移入的視

聴を行った人のほうが，偏見・否定的ステレ

オタイプの逓減が生起した確率が，有意に高

いことが明らかになり，感情移入が偏見の逓

減を生起させる要因となっている可能性が示

唆された。

『冬のソナタ』の効果研究Ⅰ～Ⅲの結果を

総合的に考察すると，韓流ドラマの感情移入

的視聴は，韓国人に対する否定的ステレオタ

イプや偏見の逓減に繋がっている可能性が強

く示唆されたといえる。

『冬のソナタ』の効果研究Ⅳでは，２００４年

の PAC分析面接調査の調査協力者の約半数
を対象として再調査を行うことにより，韓流

ドラマ視聴による韓国・韓国人に対する偏見

逓減の経時的効果の詳細について明らかにし

た（長谷川，２００７b）。結果から，韓流ドラ
マの視聴に関しては，２年間継続するような

強い偏見逓減効果の存在が伺え，また調査協

力者たちの韓国・韓国人イメージは２年前の

２００４年よりさらに改善されていたことが明ら

かになった。このことは，マイナスイメージ

と判断されたキーワード数とその割合が大き

く減少したこと，さらには，出されたキーワー

ドそのものに対する否定や拒否感の弱さから

も推定できる。

さらに，２００４年と２００６年の結果の比較から

は，人や深層文化に対する理解を示すような

イメージは一度形成されると比較的定着しや

すい傾向があることが窺えた。この，人や深

層文化に対するイメージ群の中では，家族愛

や濃厚な人間関係のイメージが最も数も多く，

消滅する割合も低く，デンドログラムの中で

も中心的なイメージとなる人が多かった。ま

た，特に継続視聴をしている人々の間で

は，２００４年よりこのイメージを持つ人々が増

加しており，これらのイメージは韓国テレビ

ドラマを愛好する人たちが共通して持つコア・

イメージとなっていることが示唆された。ま

た，そのイメージを中心として２００４年には個々

バラバラだったキーワードが収斂されている

様子も窺え，調査協力者たちの韓国人イメー

ジが温かい人々という中心イメージによって

統合されている可能性も示唆された。

一方，ドラマのタイトル，俳優の名前など，

韓流の影響に関するキーワードやイメージと

ともに，食べ物，地名，スポーツ，政治家の

名前など調査協力者にとって，感情を伴わな

い，断片的な知識である「情報」とみなされ

たキーワードは消えたものが半数を超えてお

り，これらのイメージは比較的消滅しやすい，

つまり，短期的なイメージと捉えることがで

きると結論付けた。

以上の結果をまとめると，調査協力者たち

の韓国・韓国人イメージは２００４年より２年と

いう月日を経ることによってさらに改善され

ており，否定的ステレオタイプとともに偏見

も逓減していたことが確認された。また，２
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年間で消滅してしまったイメージに対する分

析から，人や深層文化に対する理解を示すよ

うなイメージは一度形成されると比較的定着

しやすい傾向があることが窺え，さらには，

「温かい人々」という肯定的な捉え方が韓国

人イメージの中心となっていることが多いこ

とが判明した。

『冬のソナタ』の効果研究Ⅰ～Ⅳの結果か

らは，韓流ドラマ『冬のソナタ』の視聴によっ

て生起した韓国・韓国人に対する偏見逓減効

果はドラマの感情移入的視聴を第一要因とし

ており，さらにはその効果が２年間という一

定期間は維持されることが確認された。しか

しながら，本結果は『冬のソナタ』を中心と

して出され，また中心的な調査協力者は３０代

以上の女性たちとなっており，他の韓流ドラ

マを初めて視聴した場合や，１０代～２０代前半

といった若い世代の女性たちを対象とした場

合にも同様の結果となるのかについては確認

できていない。よって，本研究では大学生を

対象として，『冬のソナタ』以外の韓流ドラ

マの視聴による韓国・韓国人イメージの変容

について探求する。

２．調査方法

２�１．調査方法の選択理由
本研究においては，PAC（Personal Atti-

tude Construct）分析法を用いた面接調査を
行った。PAC（Personal Attitude Construct）
分析法とは，個人内のイメージや態度の構造を

測定し，診断・分析するために１９９３年に内藤

（１９９７）によって開発された方法である。PAC
分析法を簡単に説明すれば，被験者にある刺

激語を与えて，そこから出てきた連想語を基

に個人の認知構造やイメージや態度を探る方

法である。PAC分析法の特徴は，一言で言
えば，「操作的・実験的・（記述）統計学的手

法と，間主観的・カウンセリング的・事例記

述的手法の両者が包含されている（内

藤，１９９７，ｐ．４）」ことであり，面接調査とい

う質的な調査方法に，クラスター分析により

描き出されたデンドログラムを使用するとい

うように，定量的な方法を援用するというき

わめて画期的な方法である。

PAC分析法の利点は，まず自由連想法を
用い，調査協力者自身のイメージや態度を調

査協力者自身の言葉で表現させるため，研究

者の主観やスキーマ（認知・イメージ構造）

に基づいた判断に影響されないことが挙げら

れる。一方，個人の認知的枠組みや，社会集

団のカテゴリー認知などの研究に使用される

従来の質問紙調査では，研究者自身の持つス

キーマに基づいて質問項目が決定され，結局，

研究者自身と同じ構造や機能を持つ者を同定

するかのような作業に従事することになって

いるという問題が存在する。また，深層面接

や，事前の調査によって変数を決定したとし

ても，調査協力者に共通する変数に限定し，

絞り込みをせざるを得ず，個人にとって大切

な中心的変数が取り扱われないといった危険

性もある。

一方，自由連想法による調査においては，

このような問題が回避できると考えられてい

る。なぜなら，それぞれの調査協力者に誘発

されるスキーマは研究者の主観やスキーマに

は無関連で，各自が瞬時に想起する項目つま

り，アクセシビリティの高い項目からのみ構

成されるからであり，それゆえ，自由連想法

は，個人の認知の枠組みなどの研究には，質

問紙法よりも有効な方法であることが想定さ

れる。

PAC分析法が優れている点は，この自由
連想法によって表現された言葉を基にしつつ，

それだけに終始せず，調査協力者自身の主観

により行われたスキーマ（ここでは，調査協

力者が挙げたキーワードとなる）間の類似度

評定と，それにより提示されたデンドログラ

ムの解釈という新たな手法を加えることによ

り，調査協力者の主観的な意味世界に肉薄す
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ることを目指している点であるといえよう。

類似度評定に基づいてデンドログラムを作成

し，提示することによって，調査協力者のス

キーマや態度がクラスター構造として外在化

される。また，この外在化によって，調査協

力者が自身のイメージや態度を，距離をおい

て評定・解釈することも可能になり，従来の

面接調査では調査協力者自身も気づかなかっ

た態度や深層心理までも垣間見ることができ

ると考えられている。

つまり，提示された一つ一つの言葉が，調

査協力者の意味世界の中での重要語であり，

またクラスター構造として現れたイメージや

態度の解釈においては，調査協力者が自分の

言葉を用い，能動的に意味の探求に取り組む

という形式をとる PAC分析法は，調査協力
者自身による意味世界を調査するには，最適

の技法であるといえよう（内藤，１９９７，２００８）。

本研究は，各調査協力者の韓国・韓国人に対

するイメージや態度を調査し，その変化の様

子を探求することを目的としているため，調

査協力者の言葉や主観を研究者の主観に影響

されることなく調査することのできる当方法

は本調査の趣旨に照らして最適の研究方法で

あると考え採用した。

２�２．調査方法と手続き
上述のとおり本研究においては，PAC分

析法による面接調査法を採用した。また，本

研究は，ドラマ視聴による韓国・韓国人観の

変容を分析することを目的としているため，

面接調査はドラマ視聴前と視聴後の２度に亘っ

て行った。なお，調査において使用したドラ

マは，韓国MBC放送制作の『ラブレター』
（２００３，全２０回）である。

面接調査は，以下のような手順で進められ

た。調査協力者にはまず，半構造化面接調査

によって，韓流ドラマ，映画の視聴歴及び，

韓国・韓国人との交友経験，韓国語の学習歴

など，データを解釈するための導入質問を行っ

た。これらの質問の後，「韓国・韓国人といっ

て思い出すこと，イメージ」という刺激語を

与え，自由連想法により単語や短文を口頭で

伝えてもらい，筆者がそれらをパソコンに打

ち込んだ。次に，パソコンの画面上に表示さ

れる連想項目間の類似度評定を調査協力者自

身に行ってもらい，その評定結果（１００段階

の数字で表示）をクラスター分析し，デンド

ログラムを作成した。その後，表示されたデ

ンドログラムを見ながら，筆者が補助的な質

問をしつつ，調査協力者自身が自分の言葉で

図の解釈を行い，筆者に説明するという形で

セッションが進められた３。

なお，デンドログラムの解釈について行っ

た質問は，以下の通りである。

（１）個々のキーワードの意味，イメージはど

んなものか。

（２）個々のキーワードのイメージは肯定的か

否定的か。（そのイメージが肯定的に捉え

られているものは「プラス」，否定的また

は，あまり良くないイメージである場合は

「マイナス」，肯定的なイメージと否定的

なイメージが混在している場合や，肯定で

も否定でもない場合は「ゼロ」という３種

類のうち１つを選択。）

（３）キーワード群を意味の塊で分割するとす

れば，どこに線を引くか。それは，なぜか。

（４）分割された個々のグループの意味はどん

なものか。どうして固まっていると感じる

のか。

（５）分割された個々のグループをイメージの

重要度で数字化するとどうなるか。（全体

の韓国・韓国人像を１００％と考えて，数字

を割り当ててもらう。）

調査時間は一人約１時間であり，面接は大

学の個人研究室にて行なわれた。セッション

に先立っては，調査協力者に研究内容，目的

を説明し，面接調査内容が研究論文に使用さ

れることを含めた研究参加に対する承諾書に

署名してもらった。セッションは最初と最後
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の雑談部分および，調査協力者がキーワード

間の距離を判断している間を除き，調査協力

者の許諾を得て録音し，調査協力者の発話に

ついては可能な限り忠実に文字データに変換

し，分析に使用した。

２�３．調査期間と調査協力者
調査は２００５年１０月から２００６年５月にかけて

北海道，札幌市内で行われた。２度の調査の

間隔は平均５８日（SD＝５４．５）であるが，最
短は１９日，最長は２３０日と開きがある。調査

協力者は１３名の有償ボランティアであり，調

査協力者の平均年齢は１９．７歳（SD＝．６３）と
なっている。なお，調査協力者は学内掲示板

における調査協力者募集呼びかけによって募っ

た。

３．調査結果

３�１．キーワード内容分析
以下では，調査協力者たちが「韓国・韓国

人といって思い出すこと，イメージ」という

刺激語に対して挙げたキーワードの分析を行

い，ドラマ視聴を経て彼らの韓国・韓国人イ

メージがどのように変化したのかを探求する。

分析にあたっては，内容分析法（Riffe，
Lacy，＆ Fico，１９９８）に基づき，筆者を含
む２名のコーダーが個々に全てのキーワード

を各カテゴリーに分類した。なお，信頼度係

数（Kaplan�Goldsenの全体信頼性係数）
は，１回目が９７．２％，２回目が９８．２％となっ

ている。分類結果は表１に見るとおりである。

まず，ドラマ視聴前に挙げられたキーワー

ドを概観すると，韓流ドラマのタイトルや俳

優，韓国人タレントなどの名前を含む「韓流」

に関するものとともに，韓国人の特徴が数多

く挙げられたことがわかる。ここで挙げられ

た特徴の中で最も多かったのは，「熱意があ

る」，「熱しやすい」，「熱血」など情熱的なイ

メージであり，６個がこのような熱いイメー

ジに関するものであった。また，情熱的なイ

メージに次いで多かったのは，「家族を大切

にする」「情が厚い」など家族や，人間関係

に関するもので４個が挙げられていた。その

他単数回答では，「勉強熱心」，「がんこ」「厳

しそう」「ごつごつしている」「早口でしゃべ

る」「やさしい」「せっかち」「清純」「結構率

直，ストレート」などがみられた。つまり，

人々のイメージとしては，情熱的で，家族思

いの２つのイメージが他より突出しているこ

とがわかる。

韓流や，韓国人の特徴の次に多く挙げられ

ていたのは，食べ物のイメージであった。こ

の中で，突出していたのは，「キムチ」で合

計９個が挙げられていた。その他，「焼肉」

が５個，「ビビンバ」が２個，「辛い食べ物」

が２個，さらに単数回答では，「チヂミ」，

「海苔」が挙げられていた。

表１．キーワード分類結果
１回目 ２回目

韓国人の特徴 ２５ ４１

韓流 ２５ １３

食べ物 ２０ １９

韓国に関する情報 １６ １７

韓国人の外見 １４ １３

民族意識・兵役 ５ ３

町のイメージ ３ ４

計 １０８ １１０

韓国に関する情報と分類されたキーワード

については，民族衣装の「チマチョゴリ」が

５個と最も多く，続いては「物価が安い」の

２個となっている。その他の単数回答として

は，「寒い」「キリスト教の人が多い」「サッ

カー」「ハングル」「日本ブーム」などが挙げ

られていた。

１４個挙げられていた韓国人の外見について

は，最も多かったのは女性の外見であり，合

計１０個が挙げられていた。挙げられた女性の

イメージをまとめると，基本的には肌がきれ
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いで美しい，スタイルが良いなど良いイメー

ジであることがわかる。一方，男性に関して

は，「男性は容姿がイマイチ」「目が細い」

「めがねの人が多い」など，あまり良いイメー

ジではないことがわかるキーワードが散見さ

れた。

また，民族意識に関するものでは，「兵役」

「民族分断の歴史」「北朝鮮が隣にあって大

変」「ウリナラ（私たちの国）」「反日」の５

個が挙げられた。

概観すると，１回目の調査で見られた韓国・

韓国人のイメージとしては，テレビで頻繁に

取り上げられていた『冬のソナタ』をはじめ

とするドラマやスターなどの影響を受けて生

じた新しいイメージと，キムチなどの料理の

イメージ，そして情熱的で，家族思い，美し

い女性たちなどの人のイメージが中心的になっ

ており，全体的には否定よりも肯定的イメー

ジの方が多く，強い拒否感は認められないと

言えよう。また，個々のキーワードに関して

は，否定，肯定，中立という判断をしてもらっ

ているが，実際に，否定的であると判断され

たキーワード個数は１人平均２．４６個（SD＝
１．５６１）となっており，肯定的キーワードの

平均４．２３個（SD＝１．７８７）と比較しても少な
いことがわかる。

１回目の調査結果と比較すると，２回目の

結果においては，韓国人の特徴と分類された

キーワードが際立って増加していた。さらに，

人の特徴についてのキーワードを再分類した

結果，「家族や友人と深い付き合いをしてい

る」，「絆が深い」「家族の温かさ」「情が厚い」

などのような人間関係が濃密であることをイ

メージしているキーワードが４個から１２個へ

と増加していることが明らかとなった。全体

的に見ると韓国の文化的特徴についての理解

が深まり，親近感が増加した様子が窺えた。

さらに，否定的イメージのあるキーワードの

平均個数も１．８５個（SD＝１．８６４）と減少し，
同時に肯定的イメージのあるキーワードも平

均４．６９個（SD＝２．０５７）へと増加しており，
ドラマ視聴を経て全体的には韓国や韓国人へ

の肯定感が増加したといえよう。

３�２．マイナスイメージの分析
前項では，挙げられた全イメージを分類す

ることにより韓国・韓国人イメージの概要を

検討した。分析から，ドラマ視聴を経て否定

的イメージが減少し，同時に肯定的イメージ

が増加していることが確認されたが，ここで

は否定的イメージのみに焦点をしぼり調査協

力者たちの韓国や韓国人イメージの変化をさ

らに探求する。

表２は，調査協力者によってマイナスイメー

ジと判断されたキーワードのみを対象に内容

分析をした結果となっている。韓国人の特徴

では，１回目に挙げられたキーワードでは

「熱しやすい」，「熱血の人が多い」，「感情の

起伏が激しそう」，「頑固」，「厳しそう」，「早

口な感じ」などが挙げられていた。一方，２

回目に挙げられたマイナスイメージを見てみ

ると，「お母さん」，「一途」，「勉強熱心」，

「硬い」，「しゃべり方うるさい」，「早口」，

「声が大きい」，「ややこしそう」，「短気」，

「涙」となっていた。これら２回目に挙げら

れたキーワードに関しての語りを見てみると，

強い否定感が見られることばが少ないことが

わかる。例えば，「お母さん」に関しては，

「子どもから，愛されてる。息子から愛され

てるイメージ。」である一方，それが進むと

「マザコン」になるということで微妙ではあ

るが，総合的にはマイナスと判断されていた。

「一途」については，ドラマの登場人物が

「ちょっと，一途すぎかな・・・」と若干違

和感を感じた位で大きな否定的感情は伴って

いないことが語られていた。「涙」に関して

は，「ドラマの中でよく泣いていた。ちょっ

と不思議な感じで・・・，悪いことではない

けど，自分だったら，嫌かな・・・男の人に

対してはマイナスイメージで・・・女の人は

韓流ドラマ視聴による韓国人イメージの変容
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優しい感じがするけど，よくこんなことで泣

けるな・・と，涙もろいのかなと・・・」と

語られており，男性がドラマの中でよく泣い

ていたことから出たマイナスイメージである

ことがわかる。「堅い」に関しては，「まじめ

すぎるイメージ。（ドラマで）そこらへんは

甘く見てもいいのに・・・とか思うこと

が・・・。いいことだとは思うけど，自分が

かかわるとなるとちょっと・・・」のように，

ドラマのまじめなイメージから若干，違和感

を覚えた程度であることがわかる。「しゃべ

り方うるさい」，「早口」などのイメージは１

回目から挙げられていたが，２回目で若干増

加しており，韓国語が理解できないことから，

そのように感じたようだった。「ややこしそ

う」，というイメージはドラマの中の人間関

係が日本のドラマより複雑だったということ

が理由として挙げられていた。「短気」に関

しては，ドラマの登場人物の男性たちが，す

ぐ怒ったり殴りあったりしていたということ

が理由として挙げられていた。

表２．マイナスイメージのキーワード分類結果
１回目 ２回目

韓国人の特徴 ９（３６．０％） １０（２４．４％）

韓国に関する情報 ６（３７．５％） ３（１７．６％）

韓流 ６（２４．０％） ２（１５．４％）

韓国人の外見 ５（３５．７％） ３（２３．１％）

民族意識・兵役 ４（８０．０％） ２（６６．７％）

食べ物 ２（１０．０％） ２（１０．５％）

町のイメージ １（３３．３％） １（２５．０％）

計 ３３ ２３

注：（ ）内は同一カテゴリー内に占める％と

なっている

韓国に関する情報では，一回目には，「寒

い」，「雪」，「キリスト教の人が多い」，「サッ

カー」，「海賊版の CD」，「チマチョゴリ」が
挙げられていた。「寒い」に関しては，「たま

たまチラッと見たテレビの画面に韓流ドラマ

が映っていて，なんか札幌より寒そうだった」

ということで，マイナスと判断されていた。

「サッカー」に関しては，日韓戦で韓国の方

が骨太で強そうなイメージで，その韓国には

負けたくないという気持ちがあることから

「若干マイナス」とのことであった。「チマ

チョゴリ」に関しては，「ニュースとかでキ

ムチ漬けてるおばさんのイメージで，あんま

りかわいくない，古い民族衣装。学校で見た

教育番組で見たイメージ」という理由が挙げ

られていた。「海賊版の CD」というイメー
ジは，「多そうな感じ。露天で売られている

イメージ」と表現されていた。

２回目に出されたキーワードは，「寒い」，

「キリスト教」，「チマチョゴリ」の３つであ

り，大きな否定的イメージは挙げられていな

かった。このように，韓国についての情報に

関する否定的キーワードは，大きな拒否感を

伴っているものが無いことがわかる。

韓流に関してのマイナスイメージキーワー

ドでは，１回目では６個，２回目には２個が

挙げられている。１回目に最も多かったのが

「ペ・ヨンジュン」の３個で，後は「恋愛ド

ラマ」，「セットが同じ」，「話が長い」など人

から聞いたりテレビのワイドショーの説明か

ら得たイメージが挙げられていた。「ペ・ヨ

ンジュン」については，ワイドショーで何度

も見た笑っている姿が不自然に映ったことや，

熱狂しているオバサン達のイメージがかぶる

といった理由でマイナスイメージと判断され

ていた。２回目に挙げられた韓流キーワード

では，同様の理由で「ペ・ヨンジュン」が１

個と，ドラマでは「病気」の人が出てくる話

が多いという否定的イメージが挙げられてい

た。

韓国人の外見に関しては，一回目では「整

形」，「眉毛が太い」，「男性は容姿がイマイチ」，

「目が細い」，「めがねの人が多い」が挙げら

れており，２回目では，「整形」，「男性は一

重が多い」，「ファッションセンスが日本と違

う」が挙げられていた。
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民族意識に関しては，１回目は，「兵役の

義務」，「民族分断の歴史」，「北朝鮮が隣にあっ

て大変」，「反日」の４つが挙げられていた。

「兵役の義務」については，「オーストラリ

アで出会った（韓国人の）男の子から聞いた。

彼女と別れたり，大変だよって。自分だった

ら，嫌だし，かわいそう」と表現されていた。

「民族分断の歴史」については，「大学の講

義でいろいろ学んで，こちらにはわからない

複雑な国」だと思ったということが理由とし

て挙げられていた。「北朝鮮が隣にあって大

変」については，「テレビでみたイメージ」

ということであまり個人的な意味はないよう

であった。反日については，「メディアの影

響かな。（韓国に）行ったら，報道と違うか

もしれないけど，見えないけど，あるだろうっ

て。エネルギーがあって，デモが多いイメー

ジ」と表現されていた。

民族意識に関連して２回目に出されたマイ

ナスイメージのキーワードは，「兵役」と

「反日感情」のみとなっており，出された数

が半減していた。

食べ物に関しては，１回目では「キムチ」

と「辛い食べ物」が，２回目では「キムチ」

が挙げられていたが，何れも自分はあまり好

きではないということが否定の理由であった。

町に関するイメージでは，１回目では「自

転車」が，２回目では「町がきたない」が挙

げられていた。「自転車」に関しては，「街中

で，自転車で移動してて，ごみごみした町の

イメージ。テレビで見た」との事であったが，

このイメージはドラマを見ることによって，

修正されて「消えた」と表現されていた。ま

た，２回目で出された「町がきたない」に関

しては，インタビュー直前に韓国旅行から戻っ

た母親から話を聞いて形成されたイメージで

あるとのことであった。

マイナスイメージのキーワードとして挙げ

られたものとその理由を概観してわかるのは，

「どちらかといえば否定」または，「若干の

否定」と現されるようなイメージが多く，否

定といっても大きな拒否感をともなうような

ものは少ないことであろう。また，韓流や，

情報などに関するマイナスイメージのように

マスメディアの報道を基に形成されているも

のが多いことがわかる。さらに，「自転車」

のように，韓国についての知識があやふやで

間違って記憶されていると思われるようなも

のも混じっているなど，全体的には，個人の

経験を伴った強い偏見を持つものがいないこ

とがわかる。

また，ドラマ視聴の影響については，表か

らわかるように同一種類のキーワード中に占

める否定的キーワードの割合は，食べ物以外

全て減少しており，さらに，一回目に挙げら

れた否定的キーワードで突出していた熱血で

感情の起伏が激しいといった苦手なイメージ

が減少していた。つまり，ドラマ視聴を通し

て，全体的には否定的イメージが減少してい

たとまとめられよう。

３�３．デンドログラムと語りの分析結果

３�３�１．ドラマ視聴前後の比較
次に，調査協力者たちの韓国・韓国人のイ

メージを表したデンドログラムの典型例を提

示しつつ，ドラマ視聴前後でのイメージ変容

の詳細をさらに深く検討する。ここでは，ド

ラマ視聴により韓国・韓国人に対する肯定感

が大きく増加した例を取り上げ，どのような

イメージの追加が肯定感を産んでいるのか検

討する。

まず，あまり韓国の知識が無いというＡさ

んの１回目の面接時のデンドログラムをみて

みたい（図１参照）。大きく分けると，「キム

チ」と「繁華街が多い」を主とするイメージ

群（Ⅰ群）と，「めがねの人が多い」から

「整形をしている」までが含まれるイメージ

群（Ⅱ群），そして「キリスト教の人が多い」，

「英語熱がすごい」，「勉強熱心」という３つ

韓流ドラマ視聴による韓国人イメージの変容
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の単語で表されるイメージ群（Ⅲ群）の３つ

に分けることができるという。「キムチ」に

ついては，韓国ではキムチ冷蔵庫があるとい

う番組を見たことや，みんなが食べていると

いう知識を主としたイメージであるという。

「繁華街が多い」についても，テレビから得

た情報で，「人がごちゃごちゃいる」イメー

ジと表現されていた。つまり，このⅠ群は基

本的にはテレビから得た情報を基にしている

ことがわかる。

次のⅡ群は，基本的には人の外見に関する

イメージでまとまっているが，具体的イメー

ジはテレビの情報を基にしているようである。

一方，人の特徴に関するイメージ群のⅢ群で

は，高校の授業で習った，テレビで見た，韓

国に行った友達から聞いたなど様々な理由が

挙げられていた。「キリスト教の人が多い」

については，授業で習ってびっくりしたので

覚えていただけであまり良いイメージではな

いという。「英語熱がすごい」に関しても，

発音を良くするために整形手術を親がさせる

とテレビで報じられていたのをみて，そこま

でしなくても良いのにと驚いたというエピソー

ドが語られていた。「勉強熱心」については，

韓国に行った友人から，「みんなすごく勉強

してる」と聞いたことからできたイメージで

あるという。

図１：調査協力者Ａさんの視聴前のデンドログラム

この３つのイメージ群のなかでは，Ⅰが２５％

程度で，Ⅱが４５％程度，Ⅲが３０％程度の重要

度といえ，最も重要度の高いⅡの中では，特

に美しく，整形した女性たちのイメージが大

きく，全体のイメージの中でも美しい女性と

いうイメージが主軸となっていると語られて

いた。全体像を見るとテレビから得たイメー

ジが多く，ステレオタイプ的な捉え方をして

いることがわかる。「（韓国の人のことは）あ

んまり知らない。触れた事も無いし・・・」

と語るように，本人も知識がないことを自覚

しているようであった。しかしながら，この

ようによく知らないという，韓国の人々に対

しては「あまり好きじゃない。・・・テレビ

でちらちら見たとき，わーっとしゃべる感じ

で・・・。男の人の目つきが悪いし，一重で

怖い」とどちらかといえば否定的な捉え方を

しているようだった。

次に，Ａさんのドラマ視聴後のデンドログ

ラムを検討する（図２参照）。全体を分類す

ると，まず，「ジャージャー麺」，「ハイテン

ション」，「しゃべり方がうるさい感じ」の３

つのイメージで構成されるⅠ群と，「キリス

ト教」と「勤勉」を基にしたⅡ群，そして，

「ファッションセンスが日本と違う」から

「女性はロングヘア」までのⅢ群の３つに分

けることができるという。まず，全体の中で

は，２５％程度の重要度と判断された，Ⅰ群の

イメージを見てみたい。「ジャージャー麺」

は，ドラマで見たところ真っ黒で衝撃的な外

見だったため記憶に残ったようであり，「ハ

イテンション」については，ジャージャー麺

をうるさくハイテンションで食べているイメー

ジから連想されたというが，基本的には「楽

しそうな感じ」と肯定的なイメージで捉えて

いるという。「しゃべり方がうるさい感じ」

は，ドラマに出てきた中年女性の「キャンキャ

ン言うイメージ」に，よくしゃべる知人の韓

国人女子学生のイメージが重なっているとい

う。

次に，Ⅱ群を検討する。「キリスト教」に

ついては，以前から持っていたイメージで小
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学校の帰り道で，配られていた聖書を思い出

し，なんとなく「気持悪い」イメージである

という。「勤勉」も同様に以前から存在して

いたイメージであるが，前回よりも重要度が

大きく減少したと語られていた。

６５％の重要度を占めているというⅢ群は，

以前からあった人の外見に関するイメージに

ドラマ視聴から得られたイメージが追加され

てまとまっているという。まず，「男性は一

重（まぶた）の人が多い」というイメージと

美しいロングヘアーの女性というイメージは

１回目の調査でも語られていたものである。

新たに追加された，「ファッションセンスが

日本と違う」というイメージは，日本に来て

いる中国や韓国の女性たちがあまり流行を気

にしていないように感じたことをもとにして

いるという。さらに「情が厚い感じ」という

イメージについては，「みんな温かい感じ。

人の事でも親身になるイメージ」と語ってお

り，ドラマの登場人物から新たに得たイメー

ジだと語られていた。

図２：調査協力者Aさんの視聴後のデンドログラム

自らの韓国と韓国人のイメージの変化につ

いては，「前は，あんまりいいイメージがな

くて，５段階で下から二つ目。今は，改善さ

れて上から二つ目の２くらい」と好感度が増

加した様子が語られていた。このように大き

く捉え方が肯定的に傾いた理由としては，楽

しそうなハイテンションの人々とともに情が

厚いという人に対する具体的かつ肯定的イメー

ジが追加されことがあげられよう。

次に，「韓国はあまり好きじゃないし，行

きたいとも思わない」と語っていたＢさんの

ドラマ視聴前のデンドログラムを検討する

（図３参照）。全体のイメージは，まず，「キ

ムチ」から「何でも安い」までの３つのキー

ワードが含まれるⅠ群と，「ペ・ヨンジュン」

から「熱血の人が多い」までが含まれるⅡ群，

「チマチョゴリ」のイメージのみのⅢ群に分

けられ，重要度ではⅠが５０％，Ⅱが４５％，Ⅲ

が５％と判断されていた。

図３：調査協力者Bさんの視聴前のデンドログラム

Ⅰについては，自分があまり好きではない

「キムチ」のイメージが強く，「エステ」は

テレビの旅行番組で見て日本より安いという

イメージがあることから「何でも安い」韓国

というイメージと結びついているということ

だった。Ⅱについては，ワイドショーで何度

も見た「ペ・ヨンジュン」は，「何で人気が

あるのかよくわからない」と語られており，

良くも悪くもイメージそのものが薄いようで

あった。また，「早口でしゃべる」について

は，「テレビドラマで討論をしているのをち

らっと見たときにそう思った」ことと，札幌

の町ですれ違った韓国人が「すごい勢いでしゃ

べって」いたことから得たイメージであると

いう。「女の人は髪の毛が黒い」というイメー

ジは，テレビから得たものであり，「流行に

乗ってない古臭いイメージ」と表現されてい

た。「熱血の人が多い」というイメージにつ
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いては，ワイドショーで見た，日本の芸能人

を取り囲む若い女性たちのイメージであるが，

あまりよいイメージではなく，テレビに登場

していた若い女性たちとは心理的距離感を覚

えたとのことであった。

最後のⅢ群に登場した「チマチョゴリ」に

ついては，「１年で取った韓国の文化（とい

う授業）で見たけど，うっすら覚えている」

くらいで大きなイメージがあるわけではない

という。

Ｂさんのドラマ視聴前の韓国イメージをま

とめると，自身があまり好きではないキムチ

が中心であり，その他も，早口で話して，古

臭く，熱血の人が住んでいるといったどちら

かといえば否定的なものが並んでおり，韓国

は心理的距離を感じる「遠い」国といえよう。

実際にＢさんは，韓国について「国が違うの

に，（日本と）似てるのがいや。顔も，ファッ

ションも，人間的にも，考え方とかも似てる

のかと・・・（中略）。興味もないし，どうで

もいい国。魅かれるものもあまりないし・・・」

と語っており，隣国の韓国はＢさんにとって

は漠然としたイメージしか浮かばない魅力の

ない国と映っていることがわかる。

次に，Ｂさんのドラマ視聴後のデンドログ

ラムを検討する（図４参照）。全体的には，

「一途」から「情熱的」というイメージまで

が含まれるⅠ群と，「早口」と「短気」とい

うイメージのⅡ群，そして「キムチ」だけの

Ⅲ群の３つに分けることができるという。ま

た，イメージの重要度については，Ⅰが６０％，

Ⅱが３０％，そしてⅢが１０％と表現されており，

視聴前はイメージの中心だったキムチの重要

度が大きく下がっていることがわかる。

次に，各イメージ群の内容を検討する。図

の中でもっとも上に来ている「一途」につい

てはドラマの登場人物から得たイメージであ

るが，あまりに一途過ぎて困ることもあると

言うことで「ちょっとマイナス」と表現され

ていた。また「純粋」についてもドラマの登

場人物のイメージであり，日本のドラマの登

場人物より純粋な感じがしたということだっ

た。「思いやりがある」というイメージにつ

いては，「ドラマを見て，人に対して優しい

ところがたくさんあるって思った」と述べら

れており，ドラマの登場人物の行動や言動か

ら具体的かつ肯定的なイメージが追加された

ようであった。「女の人の髪の毛が長い」に

ついては，前回からあったイメージであるが，

今回は特に長い髪の女性が主人公であったこ

とから想起されたイメージであるという。ま

た，「情熱的」に関しては「好きな人がいた

ら，ばーっと行く感じ。いいんじゃないか

と・・・」と表現されており，前回想起され

ていた「熱血の人」のイメージと近似のイメー

ジでありながら，肯定的なものへと捉え方が

変容している様子が語られていた。

図４：調査協力者Ｂさんの視聴後のデンドログラム

Ⅱ群に入っている「早口」に関しては，前

回から漠然と存在していたイメージであるが，

ドラマを見て韓国語がまったくわからなかっ

たため「言葉の間がない感じ」がしたという

ことで，早口のイメージが強化されたようで

ある。「短気」に関しては，ドラマで男性同

士が「すぐ殴りあったり，怒ったりしていた」

ことからできたイメージであるが，「思いや

り合いつつ」けんかをしていたのがわかった

ということで，以前のような大きな否定では

ないことが同時に語られていた。Ⅲ群の「キ

ムチ」については，前回と同様のイメージで
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あり，変化はないということであった。

ドラマ視聴後の韓国人のイメージについて

は「（前は，日本と）似てるのが嫌だったけ

ど，（日本と韓国が）違うのがわかって親近

感感じるようになった。（韓国人は）日本人

より思いやりがあったりするのかなと。韓国

の人は，韓国の人って，ちゃんと区別ができ

るようになった。で，別だから知りたいと思

うようにもなったかな。」と語っており，思

いやりがある人々という具体的なイメージが

追加されたことと共に，韓国文化と日本文化

の違いについて明確に意識するようになった

ことが基になって，好感度が上がったようで

あった。

次に，ドラマ視聴前は韓国人に対して

「ちょっと怖い」イメージがあると言ってい

たＣさんのデンドログラムを検討する（図５

参照）。一回目のイメージは，「キムチ」と

「焼肉」に代表される食べ物のイメージのⅠ

群と，「熱しやすい人たち」，「厳しそう」，

「感情の起伏が激しそう」という３つのこと

ばで代表される否定的なイメージのⅡ群，最

後は「ペ・ヨンジュン」，「冬のソナタ」，「パ

ク・ヨンハ」に代表される肯定的イメージの

Ⅲ群と，大きく３つに分類することができ，３

つのイメージ群の重要度は，Ⅰが４割，Ⅱが

３割，そしてⅢが３割というように認識され

ているという。

Ⅰ群は，「キムチ」と「焼肉」と食べ物を

基にしたイメージで，「韓国で食べるならこ

れ」という風に二つの食べ物がセットとして

認識されていると語られていた。

Ⅱ群に関しては，ワールドカップで応援し

ている人たちのイメージをもとにしている

「熱しやすい人たち」と礼儀正しく，厳しく

しつけられている在日の人たちから連想され

た「厳しそう」なイメージと，「なんとなく」

抱いている「感情の起伏が激しそう」という

人に関する３つのイメージが中心となってい

る。

図５：調査協力者Ｃさんの視聴前のデンドログラム

Ⅲ群は「ペ・ヨンジュン」，「冬のソナタ」，

「パク・ヨンハ」に代表されている韓流のイ

メージでまとまっているという。まず，「ペ・

ヨンジュン」については，テレビのワイド

ショーで見たイメージで，従来の韓国人の男

性イメージとは異なる新しいイメージで少し

ソフトな感じだと捉えられているが，実際は

「よく知らない」と語られ，薄いイメージし

かないことがわかる。さらに「冬のソナタ」

については，「テレビで特集されているのを

見たから，軽く内容を知ってて，ドロドロだ

なーと思った。まあ，見たらおもしろそうか

なと・・・。」と語っていたように表層的な

イメージしか持っていないことがわかる。

「パク・ヨンハ」についても，「うたばん

（テレビの番組名）で見ただけ・・・。いい

人そうだった・・・」と語られていた。この

ように，韓流については，肯定的イメージで

はあるが，特に強い好感を持っているという

ことはないようだった。

全体的には，Ⅰの食べ物のイメージがもっ

とも大きなイメージと判断されていたが，韓

国については，「ちょっと怖い。デモとか見

て，行けないよーこんな国って思った。（中

略）歴史を勉強して，こっちはなんとも思っ

てなくても，向こうは反感を持ってそうで怖

い。」との理由を挙げ，あまり親近感は感じ

ないと語られていた。

次に，Ｃさんの２回目のデンドログラムを

みてみたい（図６参照）。Ｃさんによると，
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「キムチ」から「ワールドカップ」までと

「ヨン様」，そして「涙もろい」と「強気な

女の人が多い」の３つに分けることができる

という。

まず，「キムチ」から「ワールドカップ」

までのⅠ群であるが，前回も存在していた

「キムチ」と「辛い」というイメージは，今

回は，前回人のイメージの中核となっていた

「熱しやすい人」というイメージと一緒になっ

て大きなイメージ群を形成しているという。

また，Ⅱ群の「ヨン様」に関しては，CMに
出てくる笑っているイメージで他のイメージ

群とはあまり関連性を感じないので，独立し

ていると判断された。

図６：調査協力者Ｃさんの視聴前のデンドログラム

Ⅲ群の「涙もろい」に関しては，「ドラマ

の中で，よく泣いていた。で，感情を表に出

すのはいいことかなっと。」と語っており，

また，「感情の起伏が激しそう」という１回

目に存在していたイメージとは「イコールじゃ

ない」と表現され，このことに関しては「良

いように取り始めたかな。」と語られ，以前

よりはイメージが改善された様子が窺えた。

「強気の女の人が多い」については，ドラマ

の主人公の女性から得たイメージであり，

「自分の意見があって，流されない感じ。しっ

かり言ったりするのが，わりと好印象。（中

略）怖いイメージは無いです。男性と対等に

渡り合っているのが良いかも・・・」と好感

を持って受け入れると同時に，以前持ってい

た怖い人というイメージが縮小している様子

が語られていた。

全体像の中での重要度で言うと，Ⅰが５割，

Ⅱのヨン様が２割，Ⅲの涙もろく，女性は強

いという人についてのイメージが３割と判断

されており，最も大きなイメージ群はキムチ

や熱い人のイメージであるという。

一回目と比較して大きく異なった点といえ

ば，涙もろい人々と強い女性という具体的な

人のイメージが追加されたことといえるが，

好感度について尋ねたところ，「ドラマを見

てて，人が，ああいう人ばかりとは限らない

けど，同じ人間だし，人情とかあって優しい

部分もあるし，私たちと同じように怒るし，

親近感湧いた。（中略）（主人公たちが）大学

生というのもあって，同じようなことをして

るなーと。ちょっとまじめかな・・・。見習

わないといけないかなっと。」のように，好

感度が増した理由が語られていた。さらに，

「全体的には，（韓国と日本は）似てるより

違う方が多かった。家族に対して，（韓国の

方が）優しかった。子が親に対して『愛して

る』とか『尊敬してる』って言ったり，素直

に言えるのは違うなって・・・。親と子の繋

がりを大切にする部分は違うなって・・・。」

との語りからもわかるように韓国の人々の家

族観やコミュニケーションスタイルに触れ，

日韓の差異を強く認識したことが肯定的感情

の基となっている様子が窺えた。

３�３�２．デンドログラム分析まとめ
３名の調査協力者たちのデンドログラムを

基にした語りをもとに，肯定的イメージの増

加に伴い否定的イメージが減少する様子を紹

介した。ここでは，３名に見られる共通点か

ら，韓国・韓国人に対する好感度を上げる要

因となっているイメージを探求したい。

まず，最初に登場した Aさんであるが，
イメージの改善をもたらしたのは，「温かく

て，他人事でも親身になる」といった韓国の
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人々は情が厚いというイメージであるといえ

よう。この具体的かつ良好なイメージが追加

されたことで以前はテレビで見たり授業で聞

いただけの情報を基にしたイメージだけで構

成されていた韓国や韓国の人々に対する全体

像が，静止画が動画になったかのように，具

体的な生き生きとした人々のイメージへと再

構成された様子が窺えた。

Ｂさんの場合は，ドラマ視聴前は，キムチ

のイメージが大きく，その他は早口でしゃべ

る，熱血の人々が住んでいる，ちょっと古臭

い国という単純な捉え方であったが，視聴後

は，純粋で情熱的に人を愛する，思いやりが

ある人々というイメージを基にまとまった大

きなイメージ群が出現しており，このイメー

ジが全体の中で基軸となっている様子が見受

けられた。

最後に見たＣさんは，ドラマ視聴前は食べ

物と熱しやすい人々，そしてワイドショーで

散見された韓流ドラマと表層的なイメージで

韓国や韓国人を捉えていたようであった。視

聴後のＣさんに生じた大きな変化は，涙もろ

く，強気な女の人という具体的かつ，肯定的

なイメージが追加されたことである。一見，

大きな肯定感を生むようには見受けられない

このイメージであるが，Ｃさんによると，こ

のイメージを軸として以前抱いていた感情の

起伏が激しそうで怖いという否定的イメージ

が改善されているようであった。

３名の変化の共通性は，映像を通して，人々

の具体的な行動をつぶさに観察し，そこから

「情の厚い」「思いやりのある」「涙もろい」

など，具体的で肯定的なイメージを形成した

ことといえよう。つまり，韓国・韓国人に対

する好感度を上げる要因は，その人となりや，

価値観などが伴った，生き生きとした生身の

人間としてのイメージの生成であるとまとめ

られよう。先行研究では，韓流ドラマを継続

的に視聴する人たちが共通して持つ基軸イメー

ジは「人間関係が濃密で，温かい人々」であ

り，このイメージが核となり，全体像が再構

成されるようになる可能性が強く示唆された

が，今回の結果からも同様の結論が導き出さ

れたといえよう。

３�４．面接結果のまとめ
以下では，キーワード分析結果および，調

査協力者たちの語りとデンドログラムを総合

的に分析した結果を概観しつつ，ドラマ視聴

前後の韓国・韓国人イメージの変化について

まとめ，彼らがドラマに描かれた韓国文化を

如何に捉え，何を学んだのかについても整理

する。

まず，ドラマ視聴前の韓国・韓国人イメー

ジについてまとめると，大きな拒否感を伴う

否定的なイメージを持つ者は少なく，全体的

にはキムチや焼肉といった食べ物やテレビ番

組で取り上げられていたソウルの町などの表

層的なイメージと韓流ドラマの流行に伴って

生じた新しいイメージが大きな割合を占めて

いる者が多いことが明らかとなった。また，

これらのイメージに加えて，熱しやすい，感

情の起伏が激しい，勤勉な人など人に対する

具体的イメージが存在するものも散見された。

これらのイメージは「韓流」の流行以前の

研究でも韓国のイメージとして指摘されてい

たが，今回の調査協力者たちの語りからはこ

れらのイメージが，「テレビで見た」「授業で

習った」「いとこがそう言っていた」「お母さ

んから聞いた」など，直接的な接触から得た

ものではなく，メディアや他者からの影響を

受け生じたイメージであることが明らかになっ

た。つまり，ドラマ視聴以前の彼らの韓国・

韓国人イメージを総じて言えば，強い否定的

イメージは無い一方，人や文化についてはテ

レビや授業などから２次的に得た表層的な情

報を基にしたステレオタイプ的なイメージに

とどまっていたとまとめられよう。

ドラマ視聴後では，韓国の文化的特徴につ

いての理解が深まり，親近感が増加した様子
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が窺えた。さらに，キーワードの分析からは，

否定的イメージのあるキーワードの個数が減

少し，同時に肯定的イメージのキーワードが

増加するなどドラマ視聴を経て全体的には韓

国や韓国人への肯定感が増加したことが明ら

かとなった。また，ドラマから追加されたイ

メージを検討すると，「家族や友人と深い付

き合いをしている」，「絆が深い」「家族の温

かさ」「情が厚い」などのような人間関係が

濃密であることを基にしたものが特に増加し

ており，さらにこれらのイメージが中心的に

なったものは，特に韓国に対しての親近感や

好感度が上がっていることが確認された。

次に，視聴を通して調査協力者たちにどの

ような変化が起こったのかまとめたい。まず，

最初に挙げられるのが，ドラマ視聴を通して

日韓の文化的差異を強く意識したといった文

化の差異に関する認識が醸成されたことであ

ろう。差異として多く挙げられたのは，日本

と比較すると，彼らのほうが家族や友人に思

い入れが強く，情が厚いと感じたというよう

に，韓国の方が人間関係が濃厚であることで

あった。また，「思ったことは日本人よりはっ

きり言っていて，正直な感じ。日本はもっと

あいまい。」「気まずくても，距離を置かない。

どんどん突っ込んで・・・」「そんなことま

で，言わなくても・・・というところもある」

のように，コミュニケーションスタイルの差

異についての言及をする者もあった。これら

の差異については，「ドラマを見て初めて，

文化が違うんだってわかった」「（親子の間が

近いとは）聞いていたけど，まさかこんなに

もと，びっくり・・・」のように，驚きをもっ

て語られることが多かったが，基本的には拒

否というより，ただ「違うんだ」と素直に受

け止めつつ，自分たちが当たり前としてきた

スタイルを振り返る様子が見受けられた。

次に指摘したいのは，親近感が醸成された

ことである。具体的には，「日本と同じよう

な町並みで，似たような生活をしている」，

「外見とかジェスチャー，あいづちとか日本

と似てる」，「ドラマを見てて違和感を全く感

じなかった」のように，生活形態や，町並み，

人々の姿，行動についての類似性に着目した

ものと，「価値観とかも，近いものあるのか

な・・・。アメリカみたいに違うのかと思っ

ていたけど，近いものがあるのかなと・・・。」

のように人々の価値観に類似点を見出したも

のの両方が見られた。

３�５．感情移入と韓国・韓国人イメージの
関連性

調査協力者たちのドラマへの感情移入と韓

国・韓国人に対する好感度および親近感の増

加の関連性を検討するために，好感度および

親近感の増加とドラマへの感情移入について

クロス集計の上，カイ二乗検定を行った。さ

らに，確認のため，好感度の増加と感情移入，

親近感の増加と感情移入の２項目について相

関係数を算出した。

結果からは，好感度の増加，親近感の増加

ともに感情移入との関連性は確認されず，当

調査協力者たちのように，偏見といえるほど

大きな否定的感情を抱いている者が少ない場

合は，感情移入が介入しなくてもイメージが

改善される可能性があることが示唆されたと

いえよう。

４．結びにかえて

分析結果から，調査協力者たちは，ドラマ

視聴を通して日韓の文化差について気づき，

さらには韓国・韓国人に対して親近感が増加

する者も多数出現するなど，韓流ドラマ視聴

にはある程度の態度変容効果が存在すること

がわかった。さらに，これらの変容にはドラ

マへの感情移入の有無によっての差異は認め

られず，強い偏見が無い場合新たな情報やイ

メージは比較的容易に定着する可能性が示唆

された。
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最後に，本研究の結果から明らかになった

問題点を提起し，さらに今後必要な研究につ

いての提案を行いたい。まず，視聴前の面接

結果からは，韓国の人々に対するイメージは，

多くの場合，単純で，画一的なステレオタイ

プ的なもので構成されており，このステレオ

タイプ的なイメージを生む基となっているの

は主としてテレビから流された情報であるこ

とが明らかとなった。つまり，異文化イメー

ジの形成においてテレビの情報は絶大ともい

える影響力を持っているといえよう。このよ

うに，他国のイメージ形成に大きな影響を与

えるテレビであるが，そこから流される情報

は，大きな問題をはらんでいることが多分に

ある。最近では中国や，北朝鮮に対する報道

が否定的なものに偏っていたり，発展途上国

の情報が「貧しい国に暮らしているかわいそ

うな人たち」といったステレオタイプ的なも

のが多くなっていることなどがその例といえ

よう。

本調査に関して言えば，当時，テレビで

『冬のソナタ』については，その内容説明や

ファンの姿が大量に流されていたが，どれも

若干否定的なひやかし目線で作られており，

調査協力者の中にも，これらの報道を見た結

果，韓流ドラマにはあまり良いイメージを持っ

ていないと述べたものが複数存在し，さらに

は韓流ドラマイコール「騒いでいる，変なお

ばさん達」と語ったものもいた。テレビは，

視聴率を稼ぐ必要があり，そのためそこで伝

えられる情報がある程度は面白おかしく脚色

されてしまうのは仕方がないが，他国のイメー

ジ形成に与える絶大な影響力を考えるとある

程度は公正に，少なくとも否定的ステレオタ

イプを増大させるような描き方は控えるべき

であろうし，異文化教育に携わる者は，この

ような問題点に関しての指摘や抗議をし続け

るべきだろう。

テレビドラマはあくまで創作であり，その

意味で現実世界とは異なるという指摘がある

が，一方，ドラマを始めとするポピュラーカ

ルチャーは文化を映す鏡であって，人々の生

活ぶりや価値観を表現しているという反論も

成り立つ。本調査および，韓流ドラマに対す

る先行研究からは，調査協力者たちはドラマ

を通して韓国文化の一端に触れることにより，

韓国文化について学び，さらには日頃意識す

ることのない「自分たちの人付き合いのあり

方やコミュニケーションのスタイル」など自

文化のあり方に対しての気づきも同時に醸成

されていたことが明らかとなった。

一般には，自文化への気づきは異文化コミュ

ニケーション能力のうちでも，基軸と考えら

れる重要項目であるが，外国滞在や，異文化

の友人との交友関係などを通して，異なった

価値観やコミュニケーションのあり方のよう

な文化の深層に触れて初めてもたらされるも

のであり，表層的な人間関係を保っているだ

けでは，難しいと捉えられている。しかしな

がら，一本のドラマが１７時間～１５０時間と長

い韓流ドラマでは，その分，人々の考え方や，

行動の背景，人間関係のあり方などが詳細に

描かれており，それらを見ることによって，

韓国文化への理解や気づきが醸成される可能

性もあろう。また，その韓国文化への気づき

と同時に生まれるのが，その対照としての，

日本での人付き合いのあり方や親子関係への

気づきといえる。このように考えると，日本

からみた異文化が濃密に表現された韓流ドラ

マは視聴者の日本人にとっては，自文化学習

ツールとしても機能すると考えることもでき

よう。

日本を始めとする東アジアの国々では他国

で作成されたドラマや映画，アニメや漫画な

ど様々なポピュラーカルチャーの輸出入が今

後益々進むと予想される。その意味でもドラ

マのようなポピュラーカルチャーとの接触を

もととした印象形成や，態度変容に関しては

より詳細な研究が進められ，その諸要因が明

らかにされる必要があろう。
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注記

１ 本論文の対象は，韓国・韓国人であるが，

引用元文献に「朝鮮」または「朝鮮人」と記

されていた場合は，「朝鮮」または「朝鮮人」

と記述した。

２ １９９７年以降の調査では韓国人についてのイ

メージは項目から除外されている。朝日新聞

社広報部によると，項目除外の理由について

は，９９年以降の調査では日韓のみならず中国

や米国を加えた３カ国，４カ国調査へと形を

変えたため，比較内容もそれに伴い変更した

ということがあげられている。

３ 本研究においては，「PACアシスト」（土
田，２００３）を使用した。
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［Abstract］

Improvement of Korean Image through Korean TV Drama Viewing：
Based on PAC Analysis Research for Japanese University Students

Noriko HASEGAWA

This study examines the effect of Korean TV drama viewing on changing images Japa-
nese university students have for Korea and Koreans．The Personal Attitude Construct
（PAC）method developed by Naito（１９９７）was utilized on１３ participants．Interview data
was collected twice from October，２００５ to May，２００６．All participants were required to
view the Korean drama，Love Letter，after the first interview session．A second interview
session was set at least one week after they finished viewing all２０ episodes of the drama．
Analysis of the key words that participants used to depict their images of Korea and Kore-
ans demonstrates that the total number and the percentage of words with negative images
decreased，and positive images increased，after viewing the drama．Also，content analysis
of the interview data and dendrogram patterns drawn from the data provided by partici-
pants shows that the image of Korean people engaging in warm，close relationships in-
creased．On the whole，the study finds that Korean drama�viewing seems to have positive
effects on viewers� images toward Korea and Koreans.

Key words： Korean TV Drama Viewing，Korean Image，PAC Analysis Research
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